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4 . まとめ

序

労働市場の経済分析が対象とする主要な問題領域は，労働力め需給とその均衡点において成り.立

つ労働力の価格 —— すなわち雇用と賃金である。 この領域に接近するための，労働市場のモデルは

価格の商動調整機構を®して同じ労働については同じ赁金が成立することを想定してい‘。令こで 
、 1

は労働者は自山に市場へ出入りすることができ市場に関する完全な知識を持っており， さらに自由 
• ■ , (1) ’
说介が保訑されている。 このように労働市場が党全に自 i i { で流動的であれば,労働者の移動と賃金

決妃の過程とは密接に関連していることになる。屈用遗と賃金とが直接対応していて，労働力の需 :

給バランスの変勋はすみやかに屜用贵と賃金の変動として現われるのである。 ところで現吏の労働

市場はどうであろうか。いくつかの研究は，それがかくいうほど完全競争的では‘かいことを示して 
(2)

いる。 この市場 •の完全性を阻窗する雄本的な要因として，労働移励に対しては抵抗があること，市 

場に関する情報が不完全であること， また情報があったとしてもそれが自己に適さぬ仕琪や賃金で 

あったりすることが指摘されている。 また:これらの基本的要因に加えて経済社会の諸制度や技術変

注（1 ) この点に関する代表的な研究としてはHicks, J . R .文 献 〔4〕がある。 '
( 2 ) た と え ば O i：C D ,文 献 〔10〕 は 资 働 ホ 場 の 不 完 金 性 を 強 調 し て お り ， 貨 金 と 廣 用 の 变 化 0 対 応 は 統 計 的 に み  

て 弱 く ， そ れ が 锊 金 P  メ 力 ユ イ •：ム が 期 待 さ れ る ほ ど の 役 割 を は た さ な い 生 谀 な 翅 因 の 一 つ で あ る こ と を 指 摘 し  

て い る #
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企業内労_ 市場の■造について

化も市場における貨金の向動調整機構を阻畓する翦因であるととが指摘されている。 とくに後洛の ‘ '

翦 因 に 関 し て は ， ここ 1 0 数年にわたる日本経済の高成長過程で肢開してきた構造変化との阅述を

: 無祝することはできない。 このように現実の労働市場は完全競争的ではないのであるが， o m m m -

の蓝礎理論が現実を解明するために有効な分析用具であるためには総じて現臾の経済社会の変化に
( 4 )  ,

敏感でなければならないといえよう。 .

こうしてみると労働市場のモデルを柯検討することによって，現実を抽象化する過程で梢象され 

た諸要 ® がこれに組込まれる必要は無いかどうか， もしあるとすればそれはいかなる要因であるの，

か， このような問に答えることが現在労働市場論に課せられている課題の一つで 'もろう。本稿はこ 

の点を明らがにしようとした迪本的研究の一つで与る。 . :

、 ， 2. 課 題 と 方 法  ，
- • ^

2 . 1 .労働市場論の苒検討  し、

労働 :者が自由に移動できる労働市場は構造のないいわば “ 平商的 ” な市择である。そこではあら 

ゆる労働者が同質であって， どの労働者もすみやかに他の労働者と代替することができる。 •'.

ところで労働力の質に差が有る場合はどうであろうか。その最も印 -純なケースとして，災働市場 

には熟練と不熟練というこつのタイプの労働力しか存在しない場合にづいて考えてみよう。赌 の . 

賃金はそれぞれの労働に対応レた需給山丨線の交点に定まる。屈用の機会がある場合には両者？貨 伞 , 

の差が労働移動の誘因とな (1 。 しかしながら熟練労働に分類される仕斬こ空きがもり，給 源 を 不 熟 : 

練労働に求めなければならない場合には , 前者を後者ですみやかに代替することは容易ではない。

両者の '間に存在する熟練の筮 ( s k i l l  g a p ) が労働移動 •の妨げとなるの •である。 これはその労働山 ‘場 か ■ 

完全競争的な平面的なもので、は な ぐ 二 つ の 非競争的集団から成  

っ ていることを示している。労働力の質に差が .な•く労働市場が完 

全競争的で平面的な場合らは，賃金と雇用の変動は一対一に対応 

している。 しかしそれが非究全競争的であって横造を持つ場合に 

は，賃金と雇用とが直接対応して変動するという保証は何も無 

い。実際現実の労働市場で灶「労働者は思い悤いに移動し，一方

注（3 ) 佐野論文〔1 8 〕
( 4 ) たとえばR o t h s c h i l d ，K . W . 文献〔1 2 〕P ‘ 3 は触論の歴史的展開をたどった姑來それが相対的なもので

あ る こ と を 主 張 す る に 苗 っ て い る ：

( 5 ) 小池文献〔6 〕は，このような祝成から，祁礎观論と现奥の媒介明として「货金の段階論」を展卯している。

( 6 ) 侧移動を説明するための「就業機会説」と「麻 费 説 」については拇村文献C l 9 〕i 刺 I謂 〔9 〕，M “命文 

6 1 2 } 参照。
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企業内労働市場の構造について

(7)

It金はそれとは別個に変動している」とまでいわれている。こめことは「労働市場」という包括的
■

へ概念を■「職播市場」 （job m a r k e t)と 「貨金市場」 （wage : market). のニつに分けて取极うこと■が有効

であることを示唆している。ここで「職種市場」とは K e n .によれば労働者が移動しようとし，し

かもある仕艰から別の仕?IVへ比較的自凼に移働する領域をいう。ま た 「貨金市場」とは單一の労細!

の伽格がいきわたる領域である。穷働市場をこの二つの問題領域に分けで接近することの利点は，

布場^:非競争集団が存在するため労働移動が姐害され，そのため賃金と靡相とが直凌対応していな

いことにあった。.この非競争集団は熟練の差に基づいて形成される。それではこの熟練の差は何に

よってもたらされるのであろうか。それは生産工程における技術による。なぜなちば技術はこれを

稼;助する労働力が一定の熟練描成をもって組織されでいることを必要とずるからであ(| 。技術水準

の“ 度化がめざましい今日では，労働力の非競争集団は雄純に二つのグル-プに镇約できるもので

はない。技術進歩が場合によっては労働の流動性をいっそう阻脔する—要因となり‘るこふが指摘さ 
( 10) -

れている。またこれに加えて経済社会制度の発展がこの傾向を強化する。現代の労働市場が完全競

伞的ではなく「制度的穷働市場」 (The Institutional Labor M ark et)と呼ばれる所以‘がこれで、ある。そ

とでは制度的諸規則（Institutional ru les)が労働の流動性を阻窗する本質的な耍因であり，赁金決定

に閲してはこの制度的諸規則に加えて「货金比較と労働組合，麗用者そして政府の政策が従来-のポ

場機構に代って機能しているj とされている。すなわち現代社会に特徴的な制度的资働市場では，

人々はある限られた範_ の中で照用されあるいは失業し，一方賃金は「強制比(® 」の範囲と，してめ

冬る領域で決まるということである。制度的労働市場の「賃金市場j における貴金決定のメカニズ

ムについては，これまセ経済学の分野での善秸に加え，社会学あるいは社会心玴学の铜域で用V、ら 
(13) (14) ： -

れてきた「準拠集問の則論」を融合した実証研究がなされている。そこでは労働市場のメ力ニズム

に加えて労使の赁金比較に表われた準拠行勑を分析することよって,貨金の波及するしぐみの解

祈が;試みられている。その労働市場のメ力ニ X ムと準拠集閒の理論を融合した仮説はなお一層粒_ .

にされなければならないとはいえそ!O 調金対象が力パ一した広い筛四から析出された歌普(を.しの

.ぐ..研ゴb は今のところ他に见出されない。そこで本稿では制度的労働市場.の残されてい.るもぅー っ .の

注 （7 )  k e r r  論 文 〔7〕

' C8) job,market b wage m ark etという概念については前掲Kerry論 文 〔7〕.
( 9 ) このような観点から純粋に技術から驳汆される労働力と说臾の労働力との対応関係を，特 f c 技術変化という 

動鸪的側而においてとらえた研究としではニ瓶論文〔13〕がある 6
( 10) 技術水取の御炎化が别励の流動性を !i i l密するに至る過程については例えば佐好他褊文献 [ 1 3 〕 p , g o

( 1 1 ) 制度的労働市場については前掲K orr論 文 〔7〕
( 12)  R o s s , A , M , 文献  C l l〕

(13) 冲i拠集胡のJI!論については例えばWterton文 献 〔_3〕
<14)  ノこの 調 ； 究は，睃 火 產 妍 锊 金 灸 定 研 究 ゾ ロ  _ジェ、クトチームによってなされた。、その研究結泶については 

文 狱 〔5〕，同 〔13〕，論 文 〔6〕参照。 .
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伞業内労働市場の偶造につI、て 

侧而である「職猶市場.丨に丨in題を限矩することにする。

2 . 2 制度的労働市場 •

制 度 的 労 働 市 場 に お い て は 諸 規 則 (r u le s )が 個 々 の 労 働 者 や 照 州 洛 の r:丨山な選好にとってかわる

とされている。K e r r によればこの諸規則は「ある市場においてどの労磡者が優先されるか， もし

労 働 者 を 頭 い 入 れ る と す る な ら ば ど の ® 川 渚 が そ う す る の か あ る い は し な け れ ば な ら な い の か 允 を >

示 す も の で あ る 。 ま た そ れ は 「雇 用 渚 閲 体 ， 屈 用 者 問 の 哈 黙 の 了 解 , 人 啡 政 策 を 設 矩 し た 会 社 ，.赞

働糾 .合 ， 団 体 協 約 そ し て 政 府 の 行 勋 」 に よ っ て 確 立 さ れ る 。 と こ ろ で in本 に お い て は 限 ら れ た '例 外

を 除 け ば 労 働 糾 ■合 は 企 業 内 に 組 織 さ れ て い る こ と か ら ， 労 組 が 「職 祯 市 場 」 を 企 業 の 枠 を 越 え て 规

制 す る こ と は な い 。 従 っ て こ の 制 度 的 労 働 市 場 は 企 業 内 の 丨 職 釉 市 場 j に 相 当 す る 。 D u n lopはこ

のような市場を “Intermil .Labor M arket” と呼んでいる。これは企業や会社といった赞现の难位
1 (17)

内における「職種市場」内の労働者の移動を決める諸規則の複合体とされている。 また，K e r r ゆ

そのI人J部にある者とそうでない者-とには違った取&いがなされるとして企業内労働市場の機能のナ

つ を 明 ら か に し て い )̂81 こ れ を -要 す る に 企 業 内 労 働 市 場 と は ， 次 の よ う な も の と し て 描 き 出 す こ と

が で き よ う 。 あ る 労 働 力 馇 則 J 1織 の -取 位 を そ の 範 囲 と し ， そ の 中 に い く つ か の 職 嵇 か ら な る 職 辟 が

ある。そして労働渚はこの職鮮の中で，あるいは職の丨丨丨]を異勋する。この興励の内容は配礙転換，

昇 進 ， 降 格 ， 解 照 な ど で あ っ て ， こ の 異 動 を 規 定 し て い る ル ー ル が 制 度 的 規 則 で あ る 。 な お 企 業 外
(19)

労 働 市 場 か ら の こ の 企 業 内 労 働 市 場 へ の 参 入 は ， あ る 職 極 か ら 成 る 「人 IU  (port of entry) を 通  
. (20；

して行われるンここでは職群に相肖する概念が提示されている。 “cluster of job”がそれである9
(21)

D u n lo p は こ れ を 丨 分 類 さ れ た 職 糊 あ る い は 課 業 の 安 矩 的 な グ ル ー プ J と 足 義 し て い る 。 わ が 国 に  

お I 、て は 早 く か ら 労 働 渚 I:丨 身 が 職 種 に つ い て 包 括 的 な 概 念 し か 抱 い て い な い と い う こ と が 指 摘 爸 れ  

て い ! ^ こ れ は 職 嵇 そ の も の が 茌 在 し な い と い う こ と で は な い 。 労 働 若 が 異 勋 ガ 能 な 領 域 と し て 咬  

い く つ か の 作 梁 の グ ル ー プ ， す な わ ち 職 群 は 存 花 す る と 考 え ら れ る 。 こ の よ う な 労 働 の 流 则 性 が 妨

注 (15) Kerr 論 文 〔8〕
(16) Dunlop 論 文 〔3〕

Internal Labor Market*1 という述語は「丨本でけ、“内部リメ働市場” とポ介され〔い る (例えけ、， 册*H 論ス 

〔4〕）。制度的諸规则に[3{丨する労脚組合の機能を考處すると， 我阇では Internalを企梁内と少ってさしつか之. 
ない。従って以下本文では「企栗内労働市場j とする。 , .

(17) 前揭 Dunlop 論文 .〔3〕 ]). 32 '
(18) 前拟 Kerr 論 文 〔8〕p . 101
(19) ..前描 Kerr 論 文 101—103
(20) Dunlop, J. T . 論 文 〔’2〕および Livernasli,E. R . 論 文 〔11〕参照。

(21) Dunlop 論 文 〔2〕p* 129
( 2 2 ) たとえば氏原論文〔24〕，冏 〔25〕，丨RI〔2(3〕， に お い て は が 職 架 :S 識を欠くことが丨丨木の穷使関係 

を规矩することになっている」と説明されている。

' —— 29 (1009) - —
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げられた職群を措成要素として立体的な構造をもった労働市場とはどのようなものであろうか。ま 

たこの異動領域を形成している制度的諸規則はどのような要因によって形づくられているのであろ 

うか。

...このよう■な.観点に立って行われた企業内労働市場の炎証的研究として，ア.メサカでは.Doelinger 

，論 文 〔1幻がある。ここでは 2 4の製造業の事業所レベルで1964〜6 5年にかけて集めた资料に基I、 

て，企業内労働市場構-造を決定する要因が分析されている。それではH 本においてはどうであろう• 

か。わが国では Doelingerのように企業内労働市場の措造を決矩する喪因を明らかにしようとした 

、研究は見あたらない。それは広く厲用措造にかかわる研究の中で，屈川制度としての“年功化ilj”と 

，.の関速において問題とされてきたにと:どまる.。す.なわち•それは“年功制”の屯要な二つの内容であ 

.る竿功賀金と終身照用との関述において，この制度が成立した諶盤は何であり，その契機は何ヤあ 

ったか，そしてその変佗の要因は何かという問題意識から行われたものではあるが，大経営内の屜 

州描造という限りにおける研究がこれにあたる。雇用權造を企業内に限定しなければこの系譜で, 

比較的最近刊行された著書として小林謙山本(潔両氏の研究がある。少林氏は「屈用労働力の需 

贤と供給の質量的実態とそれを規制する要因とその関述」 としての「廣用描造」に，產業別•規棱 

別の?丨f例研究を通して接近された。そのため労働力の質量的侧面が前要祝され，綿密な努力がなさ 

れている。 しかしながらこのための中心概念となるべき“職種概念”が研究対象に•おける樊在その 

ものであるため’それは屈用桃造の荚態を示したに止まる。一方山本氏の研究では，一般論を指の 

するごとと特殊日本的規定の融合を主張され，労働力商品の段階規宠を行っておられる。 しかしな 

からそれは "半熟練労働力’’という概念を拡大された意味内容で用いることになり, 従来の熟練概 

念との混乱をきたす結果となって，労働力の質の现論化は十分成功したとはいえない。

両若が労働ガの質に接近しながら，なお十分それを明らかにし得なかったのはなぜであろうか。 

それは屜用赍働力の質；M •的構成の有機体としての企業内労働市場の棉造に十分接近してはいなかっ 

たことによる。

现代の企業においては，迂四生產過程の高度に進んだしかも大規横な坐産体系が特徴的である。
.• ■     、 . • 一 .

注（23) Doelmger, P. B . 論文〔1〕 1

( 2 4 ) "年功制” の成立の時期を1920印代の不況肺こ求め，到時の就業機会の縮小.火贺解靡などを内容とした外 

部労働市場の状況を赀贤に大工場内の穷働カ編成を年功型にp翩成したどする火河内論文〔17〕,隅 将 論 文  

C211 C 2 2 X 同文献〔M〕〔1幻，藤丨J!文献〔幻，そして成*の基盤としては年功と熟練度とが盤合するゆえと 

し， これに基づいて企柒内の作柒來団が措成されるとしている氏晾論文〔24〕〔26〕，# 丨[丨論文〔23〕， Levine 
論文〔9〕がこれである。 .

なお尔功制の仮説に突証的な検討を加えた研究としては岛川論文〔22〕が欠かせない。

また尔功制そのものの談論ではないが. 作削 ■ の形成にかかわる部分が犯典な怠味を持つ紂究としては，

小池文献〔7〕, 律丨丨|文献〔17〕，路梨文献〔16〕が る 。

( 2 5 ) 小林文献〔8〕
< 2 6 ) 丨丨丨木文献〔21〕 ■
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これを円滑に作動するためにはとれに適合した労働力を編成しなければならない。ところがこの労 

働力は労働者という人間主体に内在する；従ってそれは，瘍合によっては疾病、死亡によって消滅 

し，あるいは老齢化することにより消耗し，またある場合には離職によって企業外へ流出する。労 

働力は贵的•質的に絶えず変励的なのである。一方一定の質最的檇造からなる労働力を要諸するノk 

産技術体系は，企業家の独由利潤を少しでも長い間持続しようとする動機に褪き，常に革新への励 

因め下にある。 このように穷働力は一つにはそれ均体の変動的性格のために，クc してまた-一つには 

生■産技術体系が変動的であるがゆえに, 集団として」定の機能を果し続けるため^ は絶えずT丨f編さ 

れていなければならない。この労働力構造の編成•雜持そして苒編成という過程は，若年洛が高年 

齢者P 後を継ぐといった単純な新陳代謝の過程にとどまらない。それは勞丨i 力の企業タトへの排出， 

企業外労働市場からの参入だけでなく，職場内 •職場問 •事業所内 •祺業所問 •企業内•企業間と 

いったレベルにわたる作業経験の蓄積過程である。従って現争的には上記のレベルにおける労働興 

働であり，企業にとっては作業集団の各雄位が一定の機能を果す有機体として組織化される労働力 

管則の全過程にほかならない。こうして形成された複合体としての企業内労働Ttr場の構造は，労働 

與励を規矩している労働力管理のル一ルによって規定きれていることになる。，それでぽこのような 

管理のル一ルを形成する主体は誰であり，その主体はどのような場におかれて.いるのであろうか。

この点についてばダンロップが, 労使関係のさまざまなル一ルとこれを形成する主体，冬し弋これ: 

に影擊を与える要因を「労使関係の体系」(Industrial Relations Systems)として図式化■している<> 彼に. 

よればそれはおおね次のごと•くである。すなわち労使関係の体系はこれを形成する「構成ギ体」* . t

(Actors), .「環境条件丄（Contexts) , これらを結びつける「ァイデオロシ一」(Ideology), そして丄体.の .

行動にかかわる「規則」（Rules)から成る。ここで「構成主体」とは⑴経営者階層，⑵労働者階

潜, (3)労働者や企業, および両者の関係にかかわる「政府の機関」をいう。とれらの「構成主体」

が相互作用することに‘よって「規則」がつぐり出されるのであるが，その相互作用は真空状態の下

でなされるのではない。それは一矩の環境条件の中に位磴していて，この条件に規制されつつ三者

は相互作用をくりかえしでいる。この環境条件は⑴「技術的条件:i ( 2) 「経済的条件」⑶ 「勢力

的条件」の三つである。とこで「技術的条件」とはたとえば実験室におけるそれや埤なる®論では

なく,.企業の巾で具現され'^いる技術をいう。ま た 「経済的条件」は製品市場，労俾市場そして资

金的制約の三つに分けられる。さらに「勢力的条件J とは構成主体そのものの力関係ではなく，こ

れをとりまく社会の力関係をいう。このょぅな「猶 体 」と 「環境条件」を紹びつけている「ァ

イデォロジ一」 とは，ある労使関係の体系の屮で楷成主体がどのような位瞪にありどのような機能
( 2 8 )

を艰すかということについてお互いが抱いている共通の観念や信念(ideas and beliefs)をいう。

注(27) Dunlop文献び〕 .
(28) レビーンはダン口ップのいう「ブイデオP ジーj を修][ iして（■社会的. 文化的条件j を堞境条仲の一つに加
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さて，企業内労働市德は，ある親準によって結ばれた嶙湔の集合である職群の有機的な複合体で 

あって, 職群内あるいは職輪間0 労働異動や労働力管理ヒかかわるルールはここに示された労使関 

係の休系の中で形成される「規則J の一つであるといえる。従ってダンロップの分析枠組をよりど 

ころとして，企業内労働市場の描-造はどのようなものであるか，そしてこれと「環境条件」との関 

係はいがなるものであるかを検討することは，制度的労働市場の職顧市場を明らかにするためには 

有効な接近方法であることが導かれる。このようにして職嵇市場を解明することは，.現実の労働市 

場の勁きど穷働屯場の理論の間のへだたりを埋めるものであり，完全競争的な労働市場のモデルか 

補完する分析用具を導き出すための超::礎的作業の一つなのである。

_ それではこのような課題にこたえるためにはどのような接近方法がとられなければならないの で t 

あろうか。以下この点に関して触れることにしよう。

.■ . ' . ; . . .  ' .

2 . 3 研 究 方 法

企業内労働市場の構造の実態と，これを形成している諸要因を明らかにするためには，企業レベ- 

ルにおける事例研究が欠かせぬ方法と なる。 そのためにはまず第 1 にダ ン P ップの一般的な分析枠 

紺が調査可能なレベルにおいて規定されていなければならな'い1 .

研究の対象としては，鉄鋼ー贯メ一力一上位9 社の中がらA 企業のC 斯業所を抽出し5?丨:従って 

「榀成主体j はA 企業の労働渚と使用者であり，「環境条件」の.「技術的条件」 とは具体的には製銑.

製鋼 •庄延という主要な三つの工程から成る鉄鋼製造技術であり, その内容としてはたとえば，エ 

場レイアゥト•生産工程•設備 •原材料 •製品規格 •作業方法などが含まれI I

次 に 「経済的条件」の中， イ）製品市場とロ）労働市場の二つについてみると， まず鉄鋼業のこ 

製ふ11市場の特性については何よりもそれが受注生産であることが指摘されなければならな，い。鉄鋼 

一n •メーカ一の中でA 企業は, 全製品産出量の9 0 % が受注生産である。

一 方 （外部）労働市場は全国に拡がっている。とはいえC 琪業所の所在地近隣には大きな工場や 

捫赀部市があるため企業外労働市場への労働興動は高=  •

m えている (Levine論 文 〔26〕）。 この部分に関して本稿では, レビーン説に依拠することにしよう9 なお労使 

丨对係の体系の持つ意味とその眼界に関してはニ瓶論文〔13〕がすぐれている，そこでは均衡論としての労使阅 

係の体系が途槊社会を分析する有効なトゥ一ルであるためには，動態論として屁聞されていかなければなら.な 

いことが強調されている。 •

注 (29) 研究の対象を鉄鋼業に限矩したのは，この產柒に関しては•長年にわたって諸先速の研究が盟常に落:猜されて 

いるため，ここで本研究のような特殊研究の対象とするにふさわしV、ど想われたからである. A企梁C水業所 

は效銅産業一般における合理化過程で妞設され，1959年に稼®)し始めた水架所であり，最近におけ导鈥絪業一 

般の動向を反映しているといってさしつかえない；

( ? 0 ) , 鉄细製造技術に関する文献は数多くあるが，中でも U . S .スティール編文献〔20〕が詳しい。..
(31) ( 3 2 ) 筆者前接記録 ——
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また鉄鋼業の労使が置かれている背景としての「勢力的条件」では，鉄_業に組識されている労 
, f 

働組合の述合体である"鉄鋼労述”と鉄鋼業経営者の団体があげられなければならない。鉄鋼菜に

おける構造変化之は著しいものがあるが, 鉄鋼労速はごの方針に同調し't ：いる。また鉄鋼労働者の

主要な労働条件の一つを決矩する春季賃金引上げ交渉（いわゆる奍闕) におI 、ては，企業侧の— 発丨叫
傭 .

答でおさまるのが最近の傾丨(ijであり，ここ数年賃上げをめざしたスト権の確立にも失敗している。
(35> '

昭和 3 0年代における鉄鋼労速のリ一ダー、ンップの交代以来, 鉄_ 業においては総じて企業側が隞 

位に立てる環境にあるといえる。

鉄_ 業における「環境条件」は具体的には以上のごとくである。さて，企業内労働市場の桃造は 

ある労働力管理の単位を施囲とした労働興動の可能な領域としてとらえられるのであるから,この 

異動領域を明らかにする調奄研究めレベルが決定されなければならない。本研究の対象であるA 企 

業 C  iff•業所では，これをh職場”レベルに設宠した。それは“職場”が接近し得るフォーマルな机‘
... (36) - 5 ' .

織の最も細かいレベルだからである。’ .
. . . . . . . . . . . . . . .  .

— ：_ ：：

: 3 . 実 証 分 析

• -  ̂ > ■. , . . .

以上の作業仮説,に菡いてA 企業C 事業所を対象として得られた資料から，労働力め企業内興動領

域 （3 . 1 ) と そ の 領 域 を 規 定 し て い る 要 因 （3 . 2 ) を 明らがにしていこう。 これらのフブインデイン

ダを掲げる前に，どのような方法でこれを解析したがーつの例を示しておぐことにしよう。たとえ

ば計測管也課は 4 つの職場からなる  3 図労働異動餌域一計測管理課

計器係と一つの職場しか持たない熱

管理係の二つの係から成る。この課

で昭和4 0年から 4 2年の 3 年間に限

って，労働異動の軌跡を示したのが

3 図である。矢印は所属の変更を意

味しており， たとえば4 0年には製

銑コークス計器職場から製鋼熱延計 .

器や整備職場への異動があったこど 

. . ; ■ . . .  ' . . . . . .  ： ■
注 ( 3 3 ) 鉄鋼座業労働組合連合会「大会決議ハより。

( 3 4 ) 雜關における鉄鋼產衆の励KUに阅しては，H本生産性本部文眯〔18〕pp.127-152 参照4
( 3 5 ) 石111論 文 〔5〕
( 3 6 ) 穷働力の企梁内與勅に関するデ一タは人市• 労移砘課の「腐川畓力一ドj および「興動通知斟」に求めた。 

対象どしだ時点は⑴れ業所の稼動（1959年）以来, 資料が人手可能な最新尔度である6 7年までである。 以下 

木输では，労锄咨をいわゆる_ 按出産—で•飽從ま其」に限圮し文揭動領域の分析を進める9
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を示している。ただし矢印は労働者の所屈していたもとの職場と異動先の新しい職場を示すもので 

ありそれが何人であったがというような量的ヴエイ卜は示していない。こうしてみると計測管理課 

では計辦係と熱犄理係とは異勑によって結ばれていず，相互に独* していること力iわかる。その中 

でも計器係の各職場は密接に述繫しているが， 他課からの異動はない。 一方熱管理係は4 0年に検 

杏課からの異動があった。このように異動溆域は，課内でニつに分れ，一方が他課と迪繫している 

のに対し，もう一方は他とはまったく独立しているということが見出される。このような分析作業 

を C 歌業所の1 0 7の職場について行った結果見山された興動領域を, 直接生産部門と間接部|"j (保 

修 •補助' 犄理）にわけて提示することにしよう。

3 . 1 企業内異動領域

3 . 1 . 1 直接生産部H

製铣 •製_  •圧延という直接生産工程において見出された異fj領域は 1 4ある。 以下これを「エ 

場 名 ：職場名j の順で記すと，次のごとくである。

製 銑 ：高炉， 同 ：焼 結 • 原 料 , （製銑エ褥 f cおいて見出された異動領域は（1 ) 高炉職場， （2) 冋工場の焼 

結職場と原料職場の二つから成る領域の二つであることを意味する。以下，記述はこれに準ずる祺に寸る。）

コークス：コークス.配合；同 ：.吸気硫安• 冏収。

製 鋼 ：転炉，同 ：馄気炉溶解, 同 ：造塊 *電気炉造塊，同 ：起茁機。 ；

分 塊 ：分塊圧延，同 ：起逋機，同 ：連続ライン。

熱 延 ：加熱炉，同 ••熱問圧延 • ロール，同 ：起|Fi機, 同 ：速続ライン. ‘

レ パ 一 ス 冷 延 ：レバース， 同 ：起 III機 ， 同 ：迪 続ライン。

タンデム冷延：タンデム，同 ：ロール，同 ：起飛機，同 ：連続ライン。

鍍 金 ：起:取機，同 ：迪続ライン。

この中で，分塊工場から鍍金工場に至る迪続ラインは，異動に■よって結ばれているため一つに集 

約できる。同様にして各工場の起前機運転職場も一つの領域となる（3-1図)。

3 * 1 . 2 間接部H  、

間接部の興動領域については，この部鬥を⑴保修（2 )補助⑶犄理の三部門に細分してかか 

げることにしよう。

( 1 ) 保修部H

保修部丨"Jにおける與勋傲域は4 つ觅出された。これを課のレベルで記すと铣鋼保全および圧延保 

全の碗課から成る領域, m 気課全体, そして計測犄现課の針器係，ならびに网課の熱赞观係がそれ
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rt 発
n 衾 %

笫ニ運転 分 塊 保 全

jf M 延 保 企

ft 冷 延 # i f e
a 鍍 金 全

整 備 整 備

n M 炉 保 ‘ 仝

計# _ 計 器 製銑コ一 クス計器

rr m m 热 延 計 器

tt
汾 延 $& 佥計 器

n 格 ■ J f i
熱 竹理 熱 理

.である ( 3- 2 因) o ,i-

( 2 ) 補助部門 v

補助部丨"〗における異動領域は，検拖課の鋼板検拖係及び鍍金検拖係, 同課材料試験係，分析邵， 

動力課, 運輸原料課原料係，同課迦輪係の陸運と卑号，同係の海避，以上の7 つである（3-3脚)6 

■ ( 3 ) 赞理部門

本研究でカバ“ した管理部P jは労働渚をいわゆる“直接出産:に程従祺者”と限宠したため圧延技 

術課と工程課の二つである。この肫課は異動によって相互に姑ばれており-」つの與動領域を形成し 

て い る （3-4 図)。 '

このように直接 • 保 修 • 補助そして管迎の各部l"Jは，以上のような独IHのルートと施囲を持つ典

~  35(1015) ~~~ .
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企業内労働市場の構造について

3 - 5 図部門問鸪動領域 

商接生産部門一ー丨丨u接部n -
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ク フ、

製

分

m

塊

熱

圧

延 

エ

U クンデムK;■延

レパース汾延

镀 企

3 - 3 図 部 H 内異動領域 

—補助部門-

3 - 4 図 

管理部門内異勁領域

压 延 技 術 課

ュ： 程 課

励領域を有する。 ところでこの領域の中には，他部門の成る傾域と迪繫しでいるものと，そうでは 

なく独立したものとがあることがわかる。後者についてみると，直接生産部門の製銑， コークス， 

製勧の各工場における領域，分塊：分塊庄延，熱延 :熱間圧延 •加熱炉 • ロ一ル,そしてタンデム 

冷延：P — ルといった異動領域がそれである。また保修部門における銑_と圧延の両保全課から成 

る領域及び訐测管现課計器係，そして補助部門における分析課等も確同たる独立した領域を形成し 

7：いる6

一‘方，前者すなわち一定の広がりと緊密度をもって他部rjの領域と迚繫している興動領域につい 

てみると, 斑接也鹿部門では述続ラインがこれに該当する6 とれを各工場取位セ•みると，分塊土場
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, 一保修部門一

企業内労働市場の擗造について

の速続ラインは補助部m と相互に速繫しているが，熱延工場のそれは補助部n からの異_ を受け入 

れるのみである。 レバ一ス冷延工場の連続ラインは，管理部丨"1と補助部鬥から，また保修部鬥へと. 

いう興動による迚繫を有している。 タンデム冷延工場では補助部n からと管现部門への興励により 

結ばれている。そして鍍金工場の迪続ラインは補助部門がらの異動と保修部鬥への興動とによって 

結ばれている（3— 5.13)。

保修部門を中心にみると, ここでは他部門との速繫は少いのであるが，J !気諫と則•.測衍即.：熱犄

现とが他部門との與動を有する。前

者は直接部門から, そし't：後者は例
. . .  : ....._ 

外的に補助部門からめ興動でH

(3 -6  図)。 !

補助部門では独立した領域は分析

と連輪原料：沲運とであり，他部門

との述繫といえばいずれも柿助部の

から流出する形である( 3-7図)： :

最後に管理部H についてみると,1

庄延技術課は直接生産部^からの流

入释けであるが，工程課は直接•補

助の両部門と相互の異動を有し，当

事業所の中で最も流動性ゐ高レ、領诚

で あ る （3-8図）。

このようにんる領域は，他の領域

がらまったく独立しており，また取

の領域は他と述繫しており，この迚

繫の緊密度や跪囲は同一ではない。

それではどのような要因に；って之

のような差異がもたらされてV、るの

であろうか。以下先に掲げた環鸪条

件に従って検iftしていく ?]i-に.しよう。
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企業内労働市場の榀造について

一 管理部|HJ- 3 . 2 領域とその規定要因

3 . 2 . 1 「技術」

これまでの觀察結泶によれば,夜  

術は興動領域を迤本的に規矩す苓殃 

因とみられる。すなわち，そもそも. 

技術ぼ労働者が担う取位作業とその: 

組:合せから成る作藥の内# を規宠ず 

る。従ってこれに配韙された労働力， 

集団につい't：本ると〗それはこの鐵. 

団を構成する個々の穷働力がー宠の>

. 作業を篸行できる能力養持った集丨迅 

として組織化されていなければなら， 

ないことを意味している，すなわち. 

それは特定の技術に固有な熟練擒成 

(skill composition)を有する作業集団; 

として機能しなければならないとい 

うことである。そごである技術体系 

の下に組込まれている労働力が， これ 

とは興る熟練構成を要諧する技術体系.

へ-.■.ンッ,■.ぐ vv ヒ•レ

rv^ 係 職 場

压延技術 技 術 竹 m

：1： 程 熱 延 エ 权

冷 延 エ 役

镀企ュ •- U

出 . 徜 

"
/ /

熱 延 : r .程 

冷 ¥■■エ程 

m  • 金エ n  

叫海设出荷 

熱 延 出 荷  

冷 延 出 荷

苽接也茆部門

袖' m 部 i,rj

の下に配蹬されることに対しては一淀 

の制約が加えられることになる。この 

ように技術要因は作業集団の構成と贺 

勤領域を迤本的に規定するものとい免 

るが，现実の興動領域がこの要因に_  

矩された領域として顕現するか赉かw  

他の諸耍囚との相互関係において決免 

されるわけである。この技術敗因が他の袈因から相対的に独立して興動領域を形成しているのは沿 

接ノ上淹部門では高炉，焼結と原料， コークスと配合，吸気硫安と丨「丨丨収，転炉，堪気炉溶解，饨気炉 

沿塊と造塊，分塊|1_:延，述続ライツ,• 起：® 機がこれである。また保修部丨"Jで、相亙に独立して;jV:在す 

る 4 つの領域，そして補抑部H の材料試験と海迎とがこれに該当する。ここでは例えば高炉職場に 
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企業内穷働Hf場の做造について

おける垆前一般エ― 炉 前 A エ - >エ長といったル一ト， あるいはタンデム冷間茁延機の掇作員である  

スタンドマンのよう f c , 出侧デ’スク— コイル準備 - >•入 侧 デ ス ク - >ストリ.■ツプ通板一>•フイ一.ダ一一>.ス 

タ ン ド N o. 2 - >同 No. 4 - >同 N o . ' 1 - >同 N o ‘ 5 - >同 No. 3 といったルート， あるいばまた保修部  

門における修習生制度 — 修理 — 点 検 と い っ た 一 速の異励のルードが， そ の 領 域 の 熟 練 構 成 と の 閲 迚 ' 

において形成されている。 そして熟練構成がこれをになう労働著により長い作業谓熱期間とより高  

度 の専門化した知識を袈請する場合にば，技 術 要 因 が 異 動 領 域 を 強 く 規 定 す る 傾 向 に あ る *そ し て  

この熱練構成が相対的に低位な場合には，相 対 的 に 広 い 領 域 が構成され他の規矩翦因がこれに影響  

す る杂地を与える。例えば 連 続 ラ イ ン ，補 助 部 門 の 各 領 域 が そ れ で あ る 。

3. 2. 2 「市場」 、

まず製品市場の動內との関連では，新 鋭 Dijf•業 所 の 建 設 な ら び に 稼 動 と C 事-業所内の馏気炉職場 

の 拡 大 （1 9 6 4年） とが市場の拡大をめざしたもやとして掲げられる。 両者は新たな興動領域を形成  

す ？)こ と に な っ た （前者すなわち新鋭事業所の妞設では，、C 事業所がら D 布業所への転出—— ほとんどの労 

_ 者は C 事秦所で経験していた職場と同様の職場に配® された一一-がそれであり > 後者すなわち G 事業所内の' 

変化の場合では従来別個の興動領域であったところが同一の領域に統合されたというように広範な影響がある。 

たとえばコークス：配合-> 同 ：吸気硫安* 熱 延 ：仕訳— 同 ：剪断* 同 ：澗 相 分 塊 ：精整， タンデム：タンデ 

ム— 同 ：オープン炖 鈍 ，検 査 ：熱延検拖— 同 ：冷延検沲， 工 程 ：鍍金商品— 同 ：熱延® 品などがそれである）。

また商品市場の縮小に対応して現れた異動は終夜速続操業という鉍動態勢を落す“減直:”によるも 

のであり，ほとんどが速続ライジ内の領域における異動である（レバース：酸洗およびタンデム:馆ー 

剪断の一直減がそれで，前者の中からレバース：起道機へ転出している。）

次に労働市場要因では， まず企業内労働者数の減耗補充のための異動がある（レバ- ス：酸洗—  

同 : レバ- スならびに起前機，熱延：剪断— 同 :仕訳)。 なお最近における外部労働市場における供給佻 

造の変化の影響についてみると，当丨•事例においてはその採用方法に変化をもナこらしてはいるものの 

未だ企業内の興動領域に明確な影響を与えるにいたってはいない。 ,

このように市場耍因はあ各領域に影響し新たな異動頌域を形成するが，そ れ は 「技術袈因」がそ 

の作業習熱に喪する期間i 知識によって厳密に領域を規定しているところにまでは影響を及ぼさ•な 

い傾向ヒあることが導かれた。例えば直接生産部r〗の高炉/ 転炉，分塊庄延，あるいは保修部門が 

それである  ̂ .

3.2.3 「勢力的条件 j •

蛛鋼業の労祉問の勢力的条件としては，全般的に企業侧が優泣な立場にあることは先をこみたとお 

りである。 このような状況の下で， タj；働力の配傲をめぐって労働組合が果している機能はとうであ  

ろうか。 ‘ '

—— 39(1019)一 '-
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企業内労働丨丨f場の偶造について

職場内の労働力の配置およびその変更に関しては，労働組合が無力であったという琪例研究が報 
, (37)
告されている。職場を越える異動については企業が本人の了解を得てから労働組合に文書で異動を 

通知する# 例がある一方，まったぐ労組には知らせることなく組合の干渉からは自由に労働者を異 

勁させているため，労組は正確な組合員数さえ把握できていないという事例もあ(る。

本研究の対象であるA 企 業 は 「異動通知書」を交# していたが，労働組合がこれに反対;できもの 

は，それが労働組合運動を妨げるおそれのある場合に限られている。このことは労働組合が労働興 

0Jの規制にたいして重大な抵抗力を持っているかのようにみえる。、しかしながら次の事実を考慮す 

るならば，労組の発言権は大きぐ制約されているといってさしつかえない。す な わ ち 業 所 の 設  

立に際してこれを稼動する要員を旧班業所から配置転換したのであるが， この選左準の一つに 

"組合活勋に対する関心”が考慮された。その結果新しい事業所は“稳健”な労働組合となっている& 

このように鉄_ 業においては環境条件としての.「勢力的条件」が，企業内の興動領域を]i:接規定 

することはなぐ, 当該労使の.「勢力関係」 も積極的な意味において企業内の勞働異動の迪関を規矩 

するとはいえない。それは企業がこの要因をまったく無視して行動することがでぎないどいう消極

的な息味において異動領域を規矩しているにとどまる。
• . . . .  .

■ . ■ . . ：. •

3. 2. A 社会文化的条件 '

' ここではなによりも年功制が指;f滴されなければならない。この主要内容である終身的雇用は，た

‘とえ労働力が不用化してもこれを企業の体内に止めておくことを余儀なくしている。当事例では常

に企業規模拡大という条件のもとにあったため, これを排出するという現象としては現れていない。

ただしこれを可能とする抱括的な「職種概念」を維持することによって，労細異動を容易にレ労働

力構成をW 編成している，これと昇進とをからませて実施した興動がある。すな6 ち他の領域で見

出された優秀な労働力を別の領域に異動させ，界進の領域を拡大させた場合がこれである。（たとえ

ば，熱延工場の熱問圧延作業はこれを習熟するに要する期問が長いことから従來から閉_的な領域であっ たが，

4 1年に加熱炉からの優秀な労働者が適応して以来，加熱炉，熱問圧延, p — ルの三職場から成る領域を形成す

るようになった。）また勤続年数に応じた昇進制度という而においては, 「社員制度」の内容が指摘さ

れなけれは:ならない。これに従った労働異動としては，鍍 金 ：亚鉛鍍金銑鋼保全 , 分 塊 : 熱炉

分塊，工程：鍍金工程工程という異動が冬の臾態である。これは r工員」か ら 「職員」へと

いう社員区:分上の変更である。この興動は「技術」が驻本的に丨 1 ]定している興動領域を変えるもの

であって，艰なる呼称上や職制上の変更ではなく実態としての興動領域の拡大である„

この他, 病弱の労働者を企業外に排出することなく，三交替勤務の職場から常昼作業だけの職場

注(37) H木労働協会調沲资料〔15〕

(38) 浓逍而接記録 .
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へ異動させたり（レパ- ス：酸洗— 比延技術)， 人間関係上の现山から配置換えした場合傀気:整備 

4 同：起茁機保全)'は，いずれもこのような雇用慣行を形成する要因となった社会文化的赀景による 

ものである。 ' .  • •

、 • 4 • ま と め

.... -■., パ'. . . ,. j

以上，ダンロップの分析枠組から四つの「環境条件」を仮説的に設定し，鉄鋼業 A 企業 C 市業 

所を対象として，その企業内労働市場の構造とこれを規定している奕因を検討してきた。その結來 

次の事突が判明した。企業内労働市場の構造は1 ) 技術, 2 ) 市場，3 ) 勢力的条件，4)社会文化的 

条件とV、った四つめ要因によって規定されている。この要因と企業内労働市場の構造との関係は，

四つの中の一つが完全g ある領域を規矩するというような準純なものではなぐ，むしろ各悪因の影 

響が複合的に作用しあってある企業内労働市場の構造が形feされている。従って，現存する企業の 

労働力構造から，これらの要因の一つのみを抽出することは必ずしも容易ではない。しかしながら， . 

これが機能するしかたにゆ一矩の傾昀が觅出される。すなわ.ち企業内の労働市場の構造はまず第一 

には, 技術獎因によって規定される。それは技術がそれ® 体に岡有の熟練稱•成をそなえた労働力の. ： 

編成を必要とするからである。最近における高度に迂问生産の過程の進んだ生産技術の発展は，こ 

の意味において，企業内労働異動領域を厳密に規定することになるようにみえる■>しかしながらこ 

の技術喪因があらゆる作業集団を基•本的に規定してしまうのではない。他の要因が技術によって规：

' 定さitて袷成された職群を修正してしまう場合がある。当研究対象においては，市穡や社会文化的 

敗因がそれである。 しかしながら技術架因が他の喪因より強ぐ作用して企業内の興動領域を規妃す 

るのは，職群を構成している作業を遂行するために必奕とされる資質を労働者が容勒茶祯するこ 

とのできないような熟練構成を有する職群の場合においてである。そこにおいては，たとえば労働 

力の需給バランスの変化はすみやかに質金と靡用量の変動に反映しない。職種市場は伽格決宛機構 |  

としての市場のメカニズムとは独立して技術によって規矩されているのである。わ が 国 の 屈 用 制 度 I  

としての年功制の成立にかかわる謎論はその定着性という点に関してみるならば，外部労!^市場の 

失業皮力という市場要因と熟練獲得の特殊閉鎖性といういわば技術娈_ のどちらを主要な要因と評 I  

伽するかをめぐって行われてきたといってよい。当研究は限られた邯例における特殊研究であるたご 

め，一般化することはできないが，この年功制の形成をめぐるニつの試論が，相互に袖宪関睬にあ：

ることを意味しているといえよう。 ' •

• , • へ . . . . . . .

注 ( 3 9 ) 印功制の宠蔚性の評肺を軸とした談論の中で技術敗因を強調する研究としては浊2 4でかかげた中の氏原，作 

III, Lcvhioが，一方その穷働丨丨丨‘坳处Wを年钟制形成の虫架な架因であるとするのは大河内， 隅谷，藤丨丨丨らの 

研究がこれである。. ：|
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_全 _ 愛 構 造 に つ い て  

企楽内分卿If場の構造は，上記の袈因の複合した影響力の中で，経営者 •労働赤が生みだす労{砂 

力僻现のル— ルによっ て規矩されていることがわかった。このルールが形成される神景となる驳因 

の機能については，まず第一に技術要因が企業内の職種市場の範囲を規矩し，その程度の弱い領域 

においては，他の要因が効いてくる。従って企業内労働市場の構造分析にあたっては，労働力の等 

性とその党全な流動性を想定している完全競争的な労働市場のモデルではこれを十分に解明する 

ことができない。制度的労働市場においては技術要因をまず考慮しなければならないのであ^た 

だ制度的労働市場を規制しT いる要因は相互依存関係にあるうえ,これによって条件づけられてい 

る I桃成主体」とも相互関係を持つ。従ってこれ令の点については本稿では未だ十分に明らかには 

できていない。

また鉄鋼文の一*琳例における分析結果でしかないので他産業におI、ては一体どうであるかが検討 

されなければならないし，貨金市場との関速においてどのように位置づけられるのかという点も残 

された課題で•ある。

木研究は労働市場分析におけ各きわめてェクスプロアリンダな試みであるから，本稿では企業内 

労働市場を叨らか’にするための新たな分析用具の開発を企図しつつ,まず実態の詳細な観察結果を 

提乐したわけである。
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